
⾃然科学系の分野で働く⼥性科学者の数は, わが国では諸外国に⽐べ
著しく少なく, また, 少⼦化の進⾏により, 将来の技術者不⾜が憂虜されて
おり, ⼥性科学者への期待は⾼まっています。
⾃然科学系分野の男⼥共同参画を進めるために, 学協会が連携して男⼥
共同参画学協会連絡会を設⽴しました。
http://www.djrenrakukai.org/index.html

設⽴年⽉: 
2002年 10⽉

設⽴の⽬的:
⾃然科学分野の男⼥共同参画推進

加盟学協会 (2020年5⽉10⽇現在）:
109 (正式加盟 53, オブザーバー加盟 56)

■■ これまでの活動 ■■
⼤規模アンケート調査
今後の男⼥共同参画推進における課題を明らかにするために, 科学技術系
専⾨職の男⼥共同参画実態調査を⾏っています。
n 第 1 回「21世紀の多様化する科学技術研究者の理想像 ー男⼥共同参画

推進のためにー」
平成15年度 (2003年) ⽂部科学省委託事業報告書
http://www.djrenrakukai.org/2003enquete/index.html

n 第 2 回「科学技術系専⾨職における男⼥共同参画学協会連絡会共同
参画の⼤規模調査」
平成19年度 (2007年) ⽂部科学省委託事業報告書
http://www.djrenrakukai.org/enquete.html#enqH19

n 第 3 回「科学技術系専⾨職の男⼥共同参画実態調査」
平成24年 (2012年) 11⽉実施
http://www.djrenrakukai.org/enquete.html#enq2012

n 第 4 回「科学技術系専⾨職の男⼥共同参画実態調査」
平成28年 (2016年) 10⽉実施
http://www.djrenrakukai.org/enquete.html#enq2016

提⾔・要望活動
左記のアンケート調査結果に基づき, 男⼥共同参画推進のた
めの提⾔や要望をまとめました。（以下, ⼀部抜粋）
http://www.djrenrakukai.org/request/index.html
n 第6期科学技術基本計画及び第5次男⼥共同参画基本計画に

対する男⼥共同参画学協会連絡会からの要望(2019.4)
n 第5期科学技術基本計画及び第4次男⼥共同参画基本計画に

対する男⼥共同参画学協会連絡会からの要望(2015.6)
n 科学技術分野における男⼥参画の推進に向けての要望

(2014.4)
n 今こそ、科学・技術分野に多様性を –男⼥共同参画の加速に向

けての要望– (2012.3)
n 科学技術分野での男⼥共同参画の推進に向けての要望

(2010.8，2009.12)
n 「⼥性研究者⽀援モデル育成」事業の推進と拡充, 出産・⼦育て

等⽀援制度の拡充, ならびに任期付職の育児⽀援等に必要な施
策の実現に関する要望 (2008.7)

n 研究助成への申請枠拡⼤に関する提⾔（2004.11.9 採択）
n 科学技術研究者に適した育児⽀援制度の整備に関する提⾔

（2004.10.7 採択）

その他の主な活動内容
n ワーキンググループ活動

⼥⼦中⾼⽣理系進路選択⽀援, 若⼿育成, ⼥性研究者の採⽤
促進に関する他国の政策と効果の調査, 学会を含むリーダーシップ
活動の機会均等,プレアンケート, ⼤規模アンケート実施, ⼤規模
アンケート解析, ⼤規模アンケートフォローアップ, 提⾔・要望書, 
研究者のワークライフバランスなど

n 学協会連絡会 ⼥性⽐率調査
http://www.djrenrakukai.org/enquete.html#ratio

n 加盟学会の活動調査
http://www.djrenrakukai.org/enquete.html#activity

n 正式加盟学協会
化学⼯学会, ⾼分⼦学会, ⽇本宇宙⽣物科学会, ⽇本化学会, ⽇本原⼦⼒学会, ⽇本⼥性科学者の会, ⽇本植物⽣理学会, ⽇本数学会, ⽇本⽣態学会,
⽇本⽣物物理学会, ⽇本⽣理学会, ⽇本蛋⽩質科学会, ⽇本動物学会, ⽇本⽐較内分泌学会, ⽇本物理学会, ⽇本森林学会, 地球電磁気・地球惑星圏学会, 
⽇本神経科学学会, ⽇本バイオイメージング学会, ⽇本糖質学会, ⽇本育種学会, ⽇本結晶学会, ⽇本地球惑星科学連合, ⽇本繁殖⽣物学会, ⽣態⼯学会, 錯体化学会, 
⽇本進化学会, ⽇本遺伝学会, ⽇本建築学会, 種⽣物学会, ⽇本獣医学会, ⽇本質量分析学会, ⽇本⿂類学会, ⽇本畜産学会, ⽇本⽊材学会, ⽇本技術⼠会, 
⽇本植物学会, 園芸学会, ⽇本農芸化学会, ⽇本解剖学会, ⽇本⿂病学会, ⽇本中性⼦科学会, 「野⽣⽣物と社会」学会, 計測⾃動制御学会, ⽇本体⼒医学会, 
⽇本熱帯医学会, ⽇本応⽤数理学会, ⽇本衛⽣学会, ⽇本健康学会, ⽇本内分泌学会, ⽇本国際保健医療学会, ⽇本海洋学会, ⽇本地形学連合

n オブザーバー加盟学協会
映像情報メディア学会, ⾃動⾞技術会, 精密⼯学会, 地盤⼯学会, 電気化学会, ⽇本データベース学会, ⽇本液晶学会, ⽇本磁気学会, ⽇本⽕災学会, ⽇本機械学会,
⽇本⾦属学会, ⽇本⼥性技術者フォーラム, ⽇本鉄鋼協会, ⽇本分析化学会, ⼟⽊学会, ⽯油学会, ⽇本科学者会議, ⽇本バイオインフォマティクス学会, ⽇本⽔産増殖学会,
⽇本表⾯真空学会, ⽇本⿃学会, ⽇本放射光学会, ⻭科基礎医学会, ⽇本セラミックス協会, 植物化学調節学会, ⽇本天⽂学会, ⽇本植物バイオテクノロジー学会 ,
⽇本組織細胞化学会, 応⽤物理学会, ⽇本流体⼒学会, 電⼦情報通信学会, プラズマ・核融合学会, ⽇本数式処理学会,⽇本植物病理学会,⽇本発⽣⽣物学会, 
⽇本蚕⽷学会, ⽇本霊⻑類学会, ⽇本⼟壌肥料学会, ⽇本放射線影響学会, ⽇本DNA多型学会, ⽇本⾷品科学⼯学会, ⽇本腎臓学会, ⽇本薬学会, ⽇本脂質栄養学会,
軽⾦属学会, ⽇本科学教育学会, ⽇本航空宇宙学会, ⽇本衛⽣動物学会, ⽇本分⼦⽣物学会, ⽇本神経化学会,⽇本燃焼学会,環境ホルモン学会、⽇本⾼⾎圧学会, 
⽇本⽔産学会, 情報処理学会, ⽇本⽣化学会

n 幹事学会
第１期 (応⽤物理学会), 第２期 (⽇本物理学会), 第３期 (⽇本化学会, ⽇本原⼦⼒学会), 第４期 (⽇本分⼦⽣物学会), 第５期 (⽇本⽣物物理学会), 
第６期 (⽇本地球惑星科学連合), 第７期 (電⼦情報通信学会), 第８期 (⾼分⼦学会), 第９期 (⽇本宇宙⽣物科学会・⽣態⼯学会), 第10期 (⽇本⽣理学会), 
第11期 (⽇本動物学会), 第12期 (⽇本数学会) , 第13期 (⽇本植物⽣理学会／⽇本植物学会), 第14期 (⽇本⽣化学会), 第15期 (化学⼯学会), 
第16期 (⽇本建築学会) , 第17期 (⽇本物理学会) , 第18期 (⽇本農芸化学会)

n 連絡先 ⽇本農芸化学会 男⼥共同参画学協会連絡会 第１8期事務局 E-mail: danjo_office18@djrenrakukai.org

シンポジウム開催
■ 設⽴記念集会 (2002, 東京） ■ １周年記念シンポジウム（2003, 東京）「男⼥が共に
活きる社会」 ■ ２周年記念シンポジウム（2004, 東京）「多様化する科学技術研究者の理
想像︓学協会アンケートが⽰すもの」 ■ ３周年記念シンポジウム（2005, 東京）「21世紀の
産業を拓く男⼥共同参画社会」 ■ 第４回シンポジウム（2006, 東京）「育て、⼥性研究者!! 
理⼯系⼥性研究者⽀援の新しい波」 ■ 第５回シンポジウム（2007, 愛知）「真の男⼥共同
参画へ向けて意識を変えよう︕」 ■ 第６回シンポジウム（2008, 京都）「科学・技術の成熟と
新たな創造をめざして－第⼆回連絡会アンケート調査報告から学ぶもの－」 ■ 第７回シンポジ
ウム（2009, 東京）「持続可能社会と男⼥共同参画」 ■ 第８回シンポジウム（2010, 埼
⽟）「男⼥共同参画と社会」 ■ 第９回シンポジウム（2011, 茨城）「今、社会が科学者に求
めること－ソーシャル・ウィッシュ」 ■ 第10回シンポジウム（2012, 東京）「科学・技術における
性差」 ■ 第11回シンポジウム（2013, 東京）「多様性尊重社会を⽬指して－第3回⼤規模
アンケート結果報告より－」 ■ 第12回シンポジウム（2014, 東京）「⼥性研究者・技術者を
育む⼟壌 〜連携・融合による⽀援をめざして〜」 ■ 第13回シンポジウム（2015, 東京）「国
際的な視点から⾒た男⼥共同参画の推進」 ■ 第14回シンポジウム（2016, 東京）「国際的
にみて⽇本の研究者における⼥性割合はなぜ伸びないのか︖」 ■ 第15回シンポジウム（2017, 
東京）「ダイバーシティ推進における産学の取り組み」 ■ 第16回シンポジウム（2018, 東京）
「今なお男⼥共同参画をはばむもの 新たな次のステップへ」 ■ 第17回シンポジウム（2019, 
東京）「科学・技術分野の次世代育成と環境づくり」 ■ 第18回シンポジウム（2020, ウェブ）
「⼥性研究者・技術者の意志・能⼒・創造性を活かすために〜⼥性リーダーが例外ではない社会を
めざして〜」


